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脱水反応と地震：稍深発地震から深発地震まで
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沈み込むスラブ内部で起こり得る脱水反応の位置と，東北日本の稍深発地震の分布を比較した．稍深発地震帯
の形態は脱水反応の位置によく対応する．稍深発地震の「二重地震面」は，複数の地震面と，それらの収束から
構成されている可能性を指摘した．震源の分布を脱水反応に対応させると，スラブ内部の温度構造を見積もるこ
とができる．本研究で見積もられた温度構造は，深発地震の非平衡相転移起源説と非整合である．深発地震の深
度分布も，脱水反応の起こり得る深度によく対応する．スラブ内の脱水反応は，稍深発地震と深発地震の引き金
として機能していると考えられる．




